20110619　1部礼拝

それでも大丈夫よ(ヨハネ21:15-17）

もし、私たちが神様から与えられている祝福によって、胸がいっぱいになり、ドキドキ、わくわくすることができるとすれば、間違いなく、その人ゆえに、この世はより明るくなっていくでしょう。他の理由ではなく、神様が私たちに福音を与えられた、また、その福音をもって、人を助ける尊い使命に私たちを召されたということが胸いっぱいになり、ドキドキ感を持つようになるということは、その人が成功するのはもちろん、その人ゆえに、この世の中は暗やみが崩れていき、明るくなっていくに違いありません。けれども、残念ながら、クリスチャンの方々の中で、そのようなドキドキ感を持っている方が、多くはないという残念な現実があります。逆に、世の中の人より、無気力な状態に陥っている残念なことが多くあるのではないでしょうか。私たちは、その部分を、必ず打ち破って、回復しないといけません。
今日の聖書を見ますと、よみがえられたイエス・キリストがまったく無気力になり、完全にダウンしている弟子たちを、弟子たちから求めたこともないのに、わざわざ、自ら訪ねて来られ、彼らを回復させる場面です。彼らは、たぶん、「今の私ではだめだ。このような状況ではだめだ」と思っていたでしょう。いろいろな理由があったでしょう。また、個人的なレベルによって、その理由も違うかもしれません。だめだと思っていた彼らのところに来て、イエスさまがおっしゃったのは、「違うよ。そうではないのだよ」という話をしていらっしゃいます。「わたしを愛しているのか」とお聞きになり「わたしの羊を飼いなさい」とおっしゃいました。ところが、ペテロをはじめ、彼らはまったくそのようなことを想像もしていません。「もう、無理です。だめですよ」とダウンして無気力になっていた彼らにとって「わたしの羊を飼いなさい」とおっしゃるのは、今の彼らから見るとまったく想像のつかない、とんでもない話なのです。でも、イエス・キリストはダウンしている弟子たちに訪ねて来られておっしゃいました。「あなたがたは今、だめだと自分のことを思っているかもしれません。でも、違います。でも、大丈夫です。小羊を飼いなさい」とおっしゃいました。

ヨハネの福音書がそろそろ終わりになりますが、きちんと正しくまとめるということは、次のために非常に大切な意味を持つようになると思います。今日のメッセージのタイトルは「それでも大丈夫なのだよ」であり、これがメッセージです。「だめですよ」「違います。それでも大丈夫なのだよ」これが「わたしの小羊を飼いなさい」とおっしゃる意味です。ですから、ペテロをはじめ、弟子たちから見たときに、小羊を飼いなさいということが、どのような意味合いをもって、どのように伝わってくるのかというと「へぇー。ほんとですか」です。今、イエスさまは「無理です。もうだめです」と思っている弟子たちに、力を失い、あきらめて、がっかりしている彼らに訪ねて来られ、「わたしの羊を飼いなさい」とおっしゃったのは、「違うよ、大丈夫なんだよ」という意味なのです。「あなたがたは、そのような存在ではありません。あなたがたは、すごい祝福の者なのです」と宣言されています。相反するようなメッセージなのです。「えー羊を飼うのですか」ということではありません。「そういうこととは、私は本当に祝福だとわかっているけれども、ほど遠い存在なのです。私は、イエスさまを３度も否定したりして、もうだめなのです。見て、ご存知ではないでしょうか」と思っている彼らにとって、「わたしの小羊を飼いなさい」ということは「本当ですか」と思うほどのうれしいニュースなのです。イエスさまは，今も無気力になって、いろいろな理由で力を失っているクリスチャンを訪ねて来られ、このように回復をさせていらっしゃいます。「わたしの小羊を飼いなさい。あなたの人生はそのようなものなのです。あなたが考えているような、思っているような自分ではありません」とおっしゃっています。このよみがえられた復活のキリストであるイエスさまのメッセージが、礼拝をささげているみなさん一人一人に伝わることを祈りたいと思います。
1． 無気力にさせるものが…
実際クリスチャンでありながらも、私たちを無気力にさせるものが、私たちを含め、世の中にはたくさんあります。
１）自分自身
　まずは、自分自身を見たときに無気力になるしかないでしょう。みなさんは、たぶん、いろいろと偉いところがたくさんあるかもしれません。でも、自分のことをいろいろ吟味して考えてみると、何かうまくいくような要素がありません。弱さだらけです。失敗だらけです。文句を言われるようなことばかりなのです。それが、私を無気力にさせる要素です。しかも、その自分自身というのは、ペテロの場合、自分で考えても、周りから見てもよくわかるように、もう取り返しのつかない、大きな間違いを犯してしまいました。イエスさまを３度も面前で否定してしまったのです。自分では取り返しのつかない大きな間違いを、失敗を犯してしまったということが、自分自身を無気力にさせるかもしれません。
２）周辺の環境
それから、自分の周りの環境などが無気力にさせるかもしれません。周りの人を見たときに、親を見たときに、友達を見たときに、自分の周りを見たときに、がっかりして無気力になるような要素が、私たちにはたくさんあります。
３）立場と状況
　また、今の自分の立場、置かれている状況などが、無気力にさせるかもしれません。たとえば、ヨセフのような人間は、奴隷として刑務所に入れられてしまいました。そのような状況では、よく考えれば、無気力になるしかないのではないでしょうか。いつ、この刑務所を出られるかよくわかりません。そのような状況、今の社会的な状況、そして、偶像に覆われている周りの人々、文化を見ると、そのような状況の中に置かれている自分自身、教会などを見ると、一瞬、無気力になるしかない状況があるかもしれません。
４）働きの結果
ときには、自分なりには努力をしたにもかかわらず、努力に対して報われない結果を見たときに無気力になり、やる気をなくしてしまうようになるかもしれません。神様への献身の思いをもって、伝道の訓練を受けたり、伝道に一生懸命励んだ方もいらっしゃるかもしれません。でも、自分でそれほど一生懸命頑張ったにもかかわらず、いろいろな仕事や働きをしたにもかかわらず、実が結ばれない、結果があまりついてこないことのゆえに、がっかりして無気力になる可能性があります。また、やる気をなくしてしまう場合もあります。みなさんの周辺には、みな、助けてくれる人、役に立つ人ばかりで、みなさんにとって優位な状況ばかりでしょうか。そうではないでしょう。そのことのゆえに、もしかして力を失い、やる気をなくして、心のどこかで「これはもうだめだ」という思いはないでしょうか。
自分自身を見て、自分の落ち度、過ち、失敗などが、みなさんを無気力にさせるということはないでしょうか。私たちには、自分自身の内側から、私たちの周りを無気力にさせるものがたくさんあります。それと一緒に人生を歩んで行かないといけません。そのような中で、私たちは当たり前に「しょうがないのではないか」と思い、無気力になってしまいます。まるで、今日の聖書に出てくるペテロと他の弟子たちのように。そこへ、まったくそれ以上、考えることができなかった彼らのところに、予想もしていないのに、イエス・キリストが訪ねて来られたのです。そのままではないというサインでしょう。しかも１度、２度彼らに現れたにもかかわらず、彼らは回復しません。そうすると、３度、３度目がだめなら４度、４度目がだめなら１千回でもイエス・キリストは訪ねて来られる方なのです。
2． それでも大丈夫
ですから、そのように無気力になり、また無気力にさせるような様々なことがあるにちがいありませんが、それでも大丈夫なのです。
１）あきらめないイエスさま
理由はイエス・キリストが私たちを放っておかないで、私たちを絶対にあきらめない方だからです。４度目、５度目でも訪ねて来られます。だから、大丈夫というわけです。悪いことが、そのまま良いということではありません。それでも大丈夫なのです。だめだと思うようなことが、どんな理由があろうが、それでも大丈夫なのです。理由は一つだけです。イエスはキリストであり、よみがえられて、すでに勝利なさったイエスさまが、私たちのことをあきらめません。イエスさまは負けず嫌いなのです。神様はものすごく負けず嫌いなので負けません。あきらめないです。私たちがどんなに「だめ、だめ」と落ちこぼれ、落ちこんでいても、イエスさまは私たちの落ちこぼれに負けません。２度も１千回でもたたきます。「それでも大丈夫なのだよ」と最後の最後まで無気力になって、ダウンしているそこにイエスさまは訪ねて来られるのです。だから大丈夫なのです。絶望はありません。
特に、レムナントの学生の場合に、まだ大人になっていないときに、要求どおりに、自分でも何かこうなりたい、こうしたいという思い、求めがあるでしょう。しかし、レムナントの場合、そのとおりには、なかなかなりません。なぜかというと、まだ大人になっていないし、未熟なのです。未熟というのは悪いことではありません。これから、成熟していく段階なのです。ですから、何かが足りなくて、何かが要求どおりにならない、理想とおりにならないというのは悪いこと、だめなことではなくて正常なのです。けれども、大人は要求するわけです。大人の要求に合わない場合に、「あなたはだめだ」と押し付けるのです。それにレムナントも耐えきれず、２つの反応を示します。大人の要求、社会の要求、学校の要求にパーフェクトにきっちりと合わせる姿勢をとるレムナントがいます。そうすると、良い子と言われます。でも、その人が本当にパーフェクトだから、そうするのではありません。合わせるのです。本当は、今、そのような実力はないのです。それなのに、合わせることによって大人っぽくなるのです。あるいは、それに抵抗して、反発します。大人の要求に対して、社会の要求、学校のルールに対して反発します。元々、それに至らないのですから、反発することによって大人になろうとします。まだ、大人ではないのに大人の真似をするわけです。大人の真似をすることによって、大人としての要求を自分なりにかなえていくようになります。両方ともふさわしい、望ましいことではありません。どちらが良いかというと、結局は両方とも同じです。でも、大人の場合は、良い子であれば喜ぶでしょう。しかし、そのような人に限って、必ず、あとで事故を起こします。だからといって、反発することが良いかというと、それもいい方法ではないし、自分でもよくわかっていません。ただ、大人の真似をしているだけなのです。大人というのは成っていくものであって、真似するものではありません。そういう理由で、大人の要求に対して、今、自分はそれをかなえてあげることができません。だから、腹を立てて、反発しながら、裏では大人の真似をしつつ、自分なりに大人になるのです。でも、大人になったわけではありません。時間も必要だし、大人の方からも、子供からも、そのようなことを正しく理解し、今、何が必要なのか、それをやりながら自分自身、待たなければいけません。また大人も待ってあげないといけない状態なのに、みな何かの枠をもって「これにきちんと合わせなさい」と言います。合わせられるわけがないのに。みなさんは、そのような青少年期を過ごしてないのでしょうか。きちんと合わせられるのでしょうか。合わせるとほめられるので、それが正解のように思うのですが、実はそうではありません。だから、そのような時こそ、反発でも良い子でもありません。「今、未熟なのだから、当たり前で、うまくいかないというのが、ある意味、正常だ。だから、僕にはキリストが必要なのだ」とそんな時こそ、キリストを見上げ、キリストを握って、耐えていかないといけないし、キリストにあって、キリストによる完全なるものを頼りにしないといけないのに違う方向に行ってしまうのです。大人の責任も無視できないでしょう。でも、子ども本人もよくわからないし、どちらかに飛んで行かないといけないので、うまくいかないことに対して、穴埋めしようとするか、反発するかのどちらかなのですが、そうしなくても結構なのです。今までそうしたとしても大丈夫です。よく考え方を変えてください。それが正常なのです。うまくいかないことが正常なのです。自分が何かの要求に対して、満足させることができない、自分はだめだ、うまくいかないと、どちらに飛んで行ったのかはわかりませんが、そのような思いでいるレムナントに向かって、イエスさまはおっしゃっています。「それでも大丈夫なのだよ」と。うまくやる人間になろうとしないでイエスさまのメッセージを聞くようにしてください。「それでも大丈夫なのだよ」もちろん、それで、すべてＯＫという意味ではありません。「これから、将来が、未来があるから、それでも大丈夫なのだよ。あまりにがっかりして、大人の真似をしようともせず、あるいは、すべてにパーフェクト、完璧な人間に合わせようと苦労もしないで、それでも大丈夫なのだよ」とイエス・キリストは、ダウンしている一人一人に訪ねて来られるのです。最後の最後まで、あきらめることのないイエスさまなので、私たちには希望があるのです。あきらめないで、３度もペテロを訪ねて来られました。
２）回復させるイエスさま
しかも、今日の聖書を見ると、そのようにダウンし、無気力になって、うまくいかない、力もない、ある意味では未熟であり、無能である弟子たち、人々を回復させるイエスさまなので「それでも大丈夫ですよ」とおっしゃるのです。イエス・キリストが鍵なのです。訪ねて来られて、あきらめないで回復させるのですから。回復させるだけではありません。ここの聖書の箇所には明確に書いてありませんが、他のマタイの福音書、マルコの福音書、ルカの福音書、また、使徒の働きの最初の部分を見ると、イエスさまが回復している弟子たちに向かって、彼らは回復していても、信仰が回復しているだけであって、彼らはそのままなのです。
３）伴われるイエスさま
しかし、それでも大丈夫だと言われるのは、回復させたイエスさまが、世の終わりまでいつもともにいて、伴われる方なので大丈夫なのです。それで、おっしゃいました。後でも申し上げますけれども、「世の終わりまで、あなたがたとともにいるから、心配しないで、いろいろなことを気にしないで、オンリー聖霊が臨まれると力を受けます。それでも大丈夫なのです」と。無気力になって、どこか私たちの思いの中に暗い影があった方々、何かのことでだめだと思い、否定的な思いになっている方々、ぜひ、イエスさまのメッセージを聞いてください。「それでも大丈夫です。わたしはあなたをあきらめません。わたしが回復させるから。わたしがいつまでも見守ってともにいるから、大丈夫です。変なことを考えないで、余計なことを考えないで大丈夫なのですよ。そのまま、今の無気力なまま留まっていてはいけませんよ」とおっしゃっています。それで、ダウンしていたペテロをイエスさまは回復させました。
3． イエスさまの前で新しく始めよう
それで、このメッセージの前で私たちは、今のありのままの自分で、他のところではなく、イエスさまが大丈夫ですよとおっしゃっている前に立って、新しく始めなければいけません。イエスさまの前に立って、新しく始めることができるのです。

１）すべてをふるい払って
今までのすべてのわだかまりのような、引っかかっている全部をふるい払って、何一つ気にしないで、何一つこだわらないで、ふるい払い、一つだけ握って新しくスタートしてください。
２）一つを握って
私たちを無気力にさせた、どんな要素があったとしても、全部、忘れてふるい払って、そこから抜け出し、一つだけにこだわってください。イエスの前に立って、一つだけを握ってください。イエスさまは、ペテロに一つしかおっしゃっていません。「あなたはわたしを愛しているのか」このイエスさまの質問の前に立つだけなのです。みなさんが、どんなにみじめな状況であっても、どんな無気力な状態であっても構わないで、他の何かを気にしないで、一つだけにこだわってください。これが大切なのです。「あなたはわたしを愛しているのか」それはどういう意味でしょうか。私たちが気にすべきこと、握るべき一つは何でしょうか。「あなたはわたしを愛しているのか」それは私たちの愛の程度がどうなのかをはかる意味ではありません。「神様があなたを愛していることをわかるのか。神様が、罪人であってまったく希望がないあなたのことを愛して、ひとり子イエス・キリストを十字架につけられ、あなたのすべての問題を解決した、それを信じるのか」という質問なのです。「あなたはイエスさまのことを本当に信じるのか。どんなに無気力であれ、どんな失敗をして、どんな厳しい状況であっても、大丈夫なのだよ」ということです。難しく思わないでください。私たちはいろいろなところに気が散っているのが問題です。一つだけにこだわるようにしてください。「それでも大丈夫」とおっしゃるのですから、一つだけにこだわってください。条件という言葉自体が少しふさわしくないと思いますが、条件は一つだけです。本当にイエスさまが自分のために十字架につけられたと信じますか。それだけ聞いていらっしゃるのです。本当にイエスさま以外に、救い主はないと信じていますか。それが神様の愛なのです。そして、私たちがイエスさまを愛するというのは、それを認めて信じることが、イエスさまを愛することなのです。「イエスさまこそ本当に、お釈迦でも孔子でも、ソクラテスでも、世界何大聖人でもなんでもないし、イエスさまは本当にキリストです。イエスさまだけが救い主です」と認めることが、イエスさまを愛することなのです。世の中はイエスさまのことを四大聖人の一人だとかいろいろなことを言っています。またイエスさまを救い主と言いながらも、その中身の内容はでたらめなのです。その中でイエスさまを本当に愛するというのは、イエスさまのために自分を燃やしてあげることではなく、イエスさまこと世の中にはいない、絶対、唯一の救い主であること、神様が約束されたメシヤ、悪魔のしわざを打ち壊して、自分の罪のために、身代わりとなって、十字架で自分のために死なれた方、唯一の救い主ですと認めることが、イエスさまのことを愛することなのです。それ以上の愛はありません。それだけが条件です。回復の条件は一つだけです。何をしでかしたのかは問われません。「それでも大丈夫なのだよ。一つだけ聞こう。イエスはあなたのために、あなたの代わりに十字架で死なれた。あなたをそれほど愛された。それを信じるのか」もし、これを信じなかったら、その次はありません。まず、このことを認めて、イエスさまを信じないといけません。でも、ペテロのように、どんなに無気力になって、どんなに大変な失敗で罪を犯したとしても、大丈夫です。一つだけです。「それでもイエスはそのあなたのために十字架で死なれたと信じますか」これだけなのです。その一つだけを握っていてください。そうすると、イエスさまはおっしゃいます。「わたしの羊を飼いなさい」これは伝道の負担という意味ではありません。「あなたは、がっかりして漁をしているような存在ではありません。あなたが考えているあなたではありません。あなたはこれほど尊い存在なのだ」とおっしゃっているのです。「わたしの羊を飼いなさい」つまり、あなたは何を食べるか、何を飲むか、何を着るかなどの、世の中の人が目標にしていることを目標として生きる存在ではなくて、神の国と義を目標にして生きる存在なのです。
３）使命への確信と自負
つまり、あなたは使命のために生きる人生なのだと、ある意味、昇格させるのです。いつでしょうか。「わたしのことを愛しているのか」みなさん、いったい、どこに立っているのでしょうか。何がそんなにみなさんを惑わし、混乱させるのでしょうか。何がそんなに複雑なのでしょうか。それは正解ではありません。すべてをふるい払って、ひとつだけ。みなさんが大人から見て、とんでもない不良だと思われていても大丈夫なのです。どんなに霊的問題がひどい人間であっても大丈夫なのだよ。ひとつだけ、イエスがそんなみじめな、でたらめなあなたのために十字架で死なれたことを認め、信じることが間違いないのか。ペテロは本当に自分でしでかしたことを考えたときに、「申し訳なくて、大きなことを言えませんが、でも、それだけは否定できません。イエスさま。イエスさまを救い主として信じる信仰はあります。ただ、ものすごい失敗をしでかしたので申し訳ないのですが、それは主がご存知ではないでしょうか」と言いました。イエスさまを信じる信仰を持っているからといって、失敗などしないで、いつも、いつも良い子にするとは限らないです。いろいろありますが、問題は、それでもイエス・キリストがあなたのために死んで、あなたの救い主であることは間違いないのです。「私はこんな失敗をし、今は礼拝もきちんとささげていません。みことばも正しく入ってこないし、ダウンして、もうだめだと思っている状態ですが、申し訳ないけれども、それだけは本当なのです。それは消せません。神の恵みなので、それは消せません」イエスはキリストです。行いと実力とは関係ありません。神の特別な恵みによって、みなさんの心から認められるようになったものなので、だれも消すことはできないのです。だから、本当にペテロは恐れながら、心配しながら、自分のしでかしたことがあるので頭もあげられません。でも、「イエスさまは救い主ですよ」と告白すると「それでいいよ。だったら大丈夫なのだよ。羊を飼いなさい」とおっしゃいました。これはどういう意味でしょうか。自分ではだめだと、こんな私を通して、こんなにうまくいかない、不良ばかりしている自分を通してと、いろいろな思いがあるでしょうが、イエスさまは一つだけを確認して、それから、おっしゃいました。「それならば、あなたを通して、神の仕事をこれからやります。それさえあれば、あなたをとおして、神の仕事をやり、あなたを通して神の栄光をこれから現すから」と。こんなにダウンしているペテロを昇格させること、これが「わたしの羊を飼いなさい」という使命が与えられるということの意味なのです。多くの方が、この使命の回復に対して、つまり、伝道という使命に対して、いろいろな負担、苦労と思ったり、また、イベントだと思いますが、そうではなく、あこがれのあこがれなのに、自分はそれとはほど遠い存在だと思っていたその矢先に、「イエスさまを信じるのか」「それは信じますよ。でも、ぼくはこんな失敗もしたり、私のまわりはこうであって、私にはこんな弱さがあり、今まで犯してきた過ちもあるし、人間性もこうで」と言っているときに、「いや。イエスさまを信じるのか」「だから、それは信じますよ」「だったら他は黙っていなさい。羊を飼いなさい」。つまり、あなたは使命あるものです。そのように、あこがれて手の届かないものだと思っていたのに、そこに私たちを座らせるというのが使命なのです。ペテロの場合をよく考えてみてください。今まで主のためにいのちも捨てますと大声で叫んでいた者が、今、ダウンして、「もうだめだ」と思っていたのですが、本当はそれはあこがれだったのです。そのだめだと思っているペテロに対してイエスさまが「わたしの小羊を飼いなさい」とおっしゃったときには、どん底に落ちている自分がいきになり、一発ヒットを出したような感じなのです。そのうれしさというものが、ペテロには今あるのです。ものすごく資格はないし、申し訳ないと思うのですが、ペテロにとって、使命を与えられて、使命を命じられることは、ものすごい光栄であり、うれしいことなのです。イエスさまの前に立って、それでも大丈夫ですよというメッセージを聞いて、一つを握って、使命を回復すること、その祝福を味わい、その確信をもって、それが自負になるようにしないといけません。そのために、わくわく、ドキドキすることです。つまり、あなたはこれから主人公です。そのように昇格させるのです。
このような映画のストーリーがしばしばあります。タイトルは覚えていませんけれども、ものすごく歌と踊りが好きな田舎出身の女の子が、ミュージカルスターを夢見て、都会に出ます。でも、都会の現実は厳しいわけです。いろいろなバイトをしながら、下積みみたいな見習いの生活をして、雑用係や掃除をしたり、ステージに立つ俳優の世話係をやったりしていました。だから、ステージに立つこと自体、しかも、主役のスターに対しては、もう理想のあこがれなのです。「いつ、私もそうなるのだろう。でも私にはずっと遠い話だ」と思っていたときに、主役にトラブルが起き、監督が「誰かいないのか。代役はいないのか」といろいろと探してみたけれども、なかなか見当たらない。それで、掃除をし、雑用係だった女の子を見て「あなたはだれ」「私は見習いをしている者です」と言ったら、「歌を歌えるの」「本当はこれが夢だったのです」「とにかく、人がいないので、あなたもオーディションで歌ってみなさい」そこで、歌い出すとみんながびっくりします。そして「よし。あなたが明日から主役です」と言われたら、びっくりするでしょう。さっきまで、掃除していたのに、あのステージのスターなど夢の夢だと思っていたのに、いきなり、そこに昇格され、明日からスターになる、その女の子の胸はどうでしょうか。夜、眠れるでしょうか。眠れません。ドキドキ、ドキドキ、わくわく、わくわく、エキサイティングで胸が爆発しそうになってというのが映画のストーリーでした。それからドラマが展開されるのです。
イエスさまがペテロに向かって、みなさんに向かって、がっかりして「もうだめですよ」と、ある意味では夢にも思っていなかったみなさんに対して、「わたしの羊を飼いなさい」というのは、そういうことなのです。そういう意味で、使命が確認できて、神様から使命が与えられて、使命に値するものだと、それ自体がみなさんにとって、わくわくするものにならないといけません。ペテロは一度、使命に対してあきらめていました。そのような自負を持たないといけません。「伝道。神様のご用に用いられること、神のために、主の栄光を現すことのために私が自分の身を、自分の人生をささげることは、みなさんの理想のあこがれでなければいけません。それなのに、あこがれに終わらないで、しかも、ダウンしているときに、イエスさまが私たちのところに訪ねて来られて、「あなたは使命者なのだよ。あなたは世の光、塩なのですよ。考え方を変えなさい。今日からあなたは主人公です」とおっしゃっているようなものです。けれども、私たちは、伝道のこと、使命のことを言われると、いつも重荷に、負担に思うのです。それは勘違いなのです。元々、私たちは食べるための、飲むための、ちっぽけな低い人生から、神のご用のために、神の栄光のために、福音宣教のために生きるものに召されているのに、まだ目覚めていないのです。みな掃除ばかりしています。そこでイエスさまが、「実はそうではないのだよ」「でも、ぼくはこれであれで。」「それでも大丈夫です。あなたはこれから使命のために生きるべきなのです。あなたはこの歴史の主人公です」と昇格させるのです。みなさんが、ステージの主役のスターであると、おっしゃっているのです。「わたしの羊を飼いなさい」それをイエスさまはみなさんに回復させているのです。他には何もこだわらないで、「わたしを愛しているのか」イエスさまが、「みなさんがどうであっても、みなさんのために十字架で死なれたこと、それだけは信じますか。ならばあなたはスターです」とおっしゃっています。ぜひ、これを回復するようにしてください。
４）使徒１：８に集中
それから、イエスさまはおっしゃいました。「他のことは知らなくていい。気にしないで神経使わないように。オンリー聖霊が臨まれると力を受けます」と、使徒の働き１章８節の約束を握って、それに集中すればいいのです。主役はあれこれ全部、気にするものではありません。それは人気がないときです。マネージャーもいない下積みの時代は、自分でスケジュールを全部、こだわらないといけないのですが、主役は一つにこだわれるのです。自分の演技に。オンリー聖霊が臨まれると、わたしとあなたが一緒にいるから、それにこだわりなさい。力を受けて地の果てにまで証人となります。それで祈りに専念すると言われるのです。回復したものは他の何かにこだわらないで、自分が本当に主役だと、確認できたものには、使徒の働き１章８節に集中してください。これが新しいスタートなのです。
結論

そういう意味で、今日、イエスさまが、ペテロのような人間に「わたしの羊を飼いなさい」とおっしゃったメッセージを通して、私たち一人一人が改めて、神様のご用、使命に対して、より積極的な姿勢を持たないといけません。さきほど申し上げましたように、神様が掃除係で、舞台の裏をうろうろしている私をステージの真ん中に、選挙しなくてもセンターに私を登場させたのです。そういう意味での積極的な姿勢、他の中にこれっぽっちも引っかかることなく、捕らわれることなく、使命に対してわくわく感をもって、積極的に当たっていただきたいと願います。これが結論です。
もう一度、みなさんの周りに、係わりのある人々を全員、伝道対象者に入れてチェックしてください。わくわく感、期待感をもって、積極的に行ってください。みなさんが主役なので。主役は台本にこだわれば結構なのです。それから、みなさんが使命の主役なので教会の奉仕、教会での働き、仕事に、どのように奉仕ができるか、福音宣教のために、羊を飼うという意味を積極的に祈るようにしてください。そして、みなさんの現場で、現場伝道の祝福をしっかり握って、わくわく感をもって現場伝道のことを積極的に祈ってください。現場はみなさんしかよくわかりません。みなさんに任された役割なのです。それから、こういったことを合わせて、一生涯の伝道のプランを考えながら祈るようにしてみてください。やりなさいと言われるからでなく、積極的に、一生涯を通して、みなさんを通して神様の栄光を現すとおっしゃっているのです。そのわくわく感をもって、すぐ、まとまらなくても、積極的に考えて祈るようにしてみてください。うれしくないでしょうか。イエス・キリストがみなさん一人一人をステージの主役として抜擢し、そこに立てることにしました。そのわくわく感、それが使命です。使命、伝道に対して、そのような気持ちを持つようにしてください。伝道の対象者、教会の奉仕、現場の伝道、生涯の伝道など、すべてに対して、みなさんが主役であり、主人公なのです。主人公としての姿勢をしっかりととるようにしていただきたいと思います。イエスさまが、今、おっしゃっています。私たちがこの使命ある輝く人生に対して、みなさんなりのいろいろな思いを持っているでしょう。それに対して、「それでも大丈夫なのだよ。わたしの羊を飼いなさい」とおっしゃっています。ぜひ、この回復の答えがみなさんにあることを祈りたいと思います。
〈お祈り〉

愛する天の父なる神様、ありがとうございます。ダウンして無気力になっていたペテロに向かって、そして、私たちも同じくそのように思うしかできない弱い者です。それにもかかわらず、イエスさまが３度も訪ねて来られ「それでも大丈夫なのだ」とイエスがキリストであることを確認し、昇格させ「わたしの羊を飼いなさい」と、私たちを使命ある人生、主役として立ててくださることをありがとうございます。一人一人が、イエスさまの御声によって、聖霊の働きによって、主役としての地位を回復することができるように祝福してください。イエス・キリストの御名によってお祈りします。アーメン
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